
議会だより しかおい 62012年 7月号第 115号 66議会だより しかおい7 2012年 7月号第 115号
議会
201 つぶやき ■賛否両論の中での原発の再稼働。バイオガス発電には皆が期待を寄せてます。

　

６
月
21
日
（
木
）
群
馬
県
の

大
泉
町
議
会
改
革
特
別
委
員
会

（
引
間
サ
チ
子
委
員
長
）
が
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
泉
町
は
人
口
４
万
１
千
人

で
う
ち
６
千
人
ほ
ど
が
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
の
海
外
出
身
者
が
居
住

す
る
町
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
や
ま
ち
づ
く
り
に
議
会
の
責

任
は
重
要
と
の
認
識
か
ら
改
革

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
鹿
追
町

議
会
を
訪
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

意
見
交
換
で
は
、

１
．
ま
ち
な
か
会
議
（
議
会
報

告
会
）
の
住
民
へ
の
周
知
方
法
。

２
．
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

や
質
問
は
ど
の
よ
う
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
の
か
。

３
．
第
三
者
審
議
会
を
設
置
し

た
背
景
。
な
ど
色
々
な
角
度
か

議
会
改
革
に
つ
い
て
意
見
交
換

ら
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
へ
の
視
察
研
修

　

議
会
基
本
条
例
が
始
ま
っ
て
一

年
、
議
会
改
革
の
取
り
組
み
や
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
、
花
と
芝
生

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
議
会
や
鹿
追

町
の
取
り
組
み
に
対
し
て
視
察
来

訪
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

○
当
別
町
議
会　

11
人
（
5/16
：
議

　

会
活
性
化
、
議
会
基
本
条
例
）

○
池
田
町
議
会　

９
人
（
6/14
：
議

　

会
改
革
）

○
群
馬
県
大
泉
町
議
会　

19
人　

　
（
6/21
：
議
会
基
本
条
例
・
議
会

　

改
革
）

○
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会　

７
人

　
（
7/3
：
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）

○
滋
賀
県
草
津
市
議
会　

５
人　

　
（
7/12
：
花
の
ま
ち
づ
く
り
）

○
名
寄
市
議
会　

10
人
（
7/18
：
バ

　

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）

○
標
茶
町
議
会　
人
数
未
定

（
8/9
：
バ

　

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）

○
福
島
県
議
会　
人
数
未
定

（
8/22
：
バ

　

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）

○
大
空
町
議
会　

５
人
（
8/24
：
議

　

会
広
報
広
聴
）  　
　

　

鹿
追
町
の
み
な
さ
ん
こ
ん

に
ち
は
。

　

６
月
21
日
、
議
会
を
視
察

研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

町
民
の
意
見
を
充
分
に
取

り
入
れ
、
協
議
を
重
ね
な
が

ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
議
会
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
大
な
原
野
に
馬
鈴
薯
の

花
が
か
わ
い
く
咲
き
、
北
キ

ツ
ネ
が
道
路
に
現
れ
た
時
の

感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昼
食
の
蕎
麦
は
大

変
美
味
で
し
た
。

　

町
民
と
町
議
会
が
一
体
と

な
り
、
更
な
る
町
づ
く
り
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

群馬県大泉町議会群馬県大泉町議会

引間サチ子議員引間サチ子議員

（（まち会 議
かな

住民と議会を結ぶJA
鹿
追
町
常
勤
役
員
と
懇
談

明
日
の
鹿
追
農
業

を
考
え
る
。

群
馬
県
大
泉
町
議
会

と
意
見
交
換

第
三
者
審
議
会
答
申

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
は
早
期
に
整
備
を
。

　

７
月
2
日
、
町
議
会
議
員

定
数
・
報
酬
及
び
あ
り
方
等

審
議
会
（
第
三
者
審
議
会
）

の
安
藤
会
長
か
ら
埴
渕
議
長

に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
」

に
対
す
る
答
申
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

答
申
で
は
、
本
会
議
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
が
住
民

の
情
報
収
集
と
利
用
に
寄
与

す
る
こ
と
、
議
員
の
意
識
向

上
に
繋
が
り
、
最
小
限
の
経

費
で
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

早
期
の
整
備
を
図
る
べ
き
と

の
判
断
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
こ
の
結
果
を

ふ
ま
え
９
月
定
例
会
か
ら
の

配
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
お

呼
ば
れ
委
員
会
が
、
Ｊ
Ａ
鹿
追

町
の
第
三
会
議
室
に
お
い
て
６

月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
佐
藤
組
合
長
理
事
よ

り
「
近
年
に
な
い
厳
し
い
酪
農

を
取
り
巻
く
環
境
が
あ
る
が
、

出
来
秋
に
向
か
い
作
物
の
増
産

を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。
農
協
、

町
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
。
議
会
と
も
気
持
ち
を
一
つ

に
し
て
、
町
の
発
展
の
た
め
意

見
交
換
を
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
Ｊ
Ａ
よ
り
本
年
策
定

さ
れ
た
第
９
次
の
農
業
振
興
計

画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
農
業
振
興
計
画
は
、
５
年

ご
と
に
作
成
さ
れ
て
お
り
メ
イ

ン
タ
イ
ト
ル
を
「
Ｊ
Ａ
へ
の
結

集
と
耕
畜
連
携
に
よ
る
鹿
追
型

農
業
の
創
生
」
と
題
し
最
終
年

次
の
平
成
28
年
に
は
、
総
生
産

目
標
を
１
百
90
億
９
千
５
百
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

目
標
達
成
の
た
め
に
畑
作
部

門
に
お
い
て
は
、
比
較
的
高
収

益
が
望
め
る
馬
鈴
薯
の
面
積
拡

大
の
た
め
に
町
と
連
携
し
た
オ

フ
セ
ッ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
導

入
、
酪
農
部
門
に
お
い
て
は

農
協
主
導
で
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

（
牛
の
た
め
の
飼
料
を
混
合
す

る
施
設
）
を
作
り
良
質
な
混
合

飼
料
に
よ
り
生
乳
生
産
量
を
上

げ
る
な
ど
の
手
法
に
つ
い
て
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
に
移

り
Ｊ
Ａ
か
ら
町
道
北
５
線
の

整
備
に
つ
い
て
と
、
農
家
従
業

員
１
百
67
名
と
季
節
雇
用
者

２
百
73
名
が
働
い
て
お
り
、
Ｊ

Ａ
で
も
今
年
８
戸
が
入
居
で
き

る
住
宅
を
建
築
す
る
が
住
宅
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
が
取
得
を
し
た
旧

西
原
環
境
の
施
設
を
農
家
繁
忙

期
に
、
派
遣
労
働
者
の
宿
泊
施

設
に
で
き
な
い
か
と
の
要
望
を

受
け
ま
し
た
。

　

農
業
が
鹿
追
町
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
鹿
追
町
農
業
の
発
展

無
く
し
て
町
の
発
展
が
無
い
こ

と
は
皆
が
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
と
し
て
も
現
状
を
充
分
認

識
し
、
委
員
会
の
活
動
に
あ
た

り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

群馬県大泉町議会視察研修来町

更
な
る
町
づ
く
り
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

旧西原環境の施設

JA鹿追町常勤役員との懇談 安藤会長より答申


